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運転期間延長申請の為に実施した原子炉容器の特別点検（超音波探傷試験）において、検出限界未満の小さ

な欠陥があると仮に想定し、点検の実施時期から 60 年運転時点までの疲労亀裂進展量の計算を行い、その欠

陥寸法が、高経年化技術評価上で想定している最大仮想欠陥寸法よりも小さくなる事を確認した。 
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1. 緒言 

本稿では運転期間延長申請を行うプラントの原子炉容器に対して、特別点検（超音波探傷試験）の結果を

踏まえて、運転期間 60 年時点の高経年化技術評価で想定する仮想欠陥寸法を検討した結果について述べる。 

2. 最大仮想欠陥寸法の計算 

2-1. 対象プラント 

特別点検において、原子炉容器の炉心領域全域について参考文献[1]に従う超音波探傷試験を実施した結果、

有意な指示が無いことを確認した美浜 3 号機、及び高浜 1/2/3/4 号機を対象とする。 

2-2. 初期想定亀裂の設定 

参考文献[2]を参照し、特別点検において実施した超音波探傷試験における欠陥の検出限界である深さ4.8mm

に、アスペクト比 1:6 として長さ 28.8mm の初期想定亀裂寸法とした。亀裂の位置・方向は、それぞれのプラ

ントの炉心領域の設計に応じて、溶接金属上・軸方向、溶接金属上・周方向、母材上・周方向とした。 

2-3.疲労亀裂進展量の計算時に考慮した条件 

参考文献[3]に従い、供用状態 A 及び B の圧力・温度の過渡変動による応力に加えて、地震荷重による応力

や製造時の溶接（板の継手溶接及びステンレスクラッド溶接）時の残留応力を考慮した。また、保守的にク

ラッドは無いものとして亀裂内面が接液していると想定し、軽水炉環境中の亀裂進展速度を使用した。 

2-4. 最大仮想欠陥寸法の計算結果 

運転期間 60年時点における仮想欠陥寸法を表に示す。 

3. 結論 

高経年化技術評価の PTS 評価[4]では深さ 10mm、長さ

60mm の最大仮想欠陥寸法を想定しているが、個別プラ

ントでは、表のとおり小さくする事は可能と考えられる。 
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40年運転時点の
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計算深さ(mm)
4.88 4.90 4.89 4.90

60年運転時点の

計算長さ(mm)
28.84 28.85 28.84 28.85

亀裂進展計算の結果
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28.8
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